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文字コードたるや〝 変態的〟 としか言いよう ないモノだった。英小文字 代わりや
が入っているのは、あえ





















































































を押せばチが、Ｄを押せばシが、Ｇを押せばキが、Ｊを押せばマが、画面いっぱいに表示される。一方、欧米版では、Ａを押 ａ Ｄを押せばｄが、Ｇを押せばｇが Ｊを押せばｊが、画面いっぱいに表示される。カタカナか英小文字かの違いはあるものの、同じプログラムで同じようにキー上の文字が表示されるわけだ。チコソシイハキクニマ
とａｂｃｄｅｆｇｈｉｊのディスプレーコードを一致させたのは、このような理由によるものだろう。　
翻って現在、世界中の文字
コードは、ユニコードに席巻されてい 。アスキーコ ドなど、もう遠い過去のものだ。ＭＺ
-
80Ｋの
もユニコード
に収録 （
U
+1F
40D
） され、ｉ
ＰａｄやｉＰｈоｎｅでは
　
　　　
が、カラーで表示され
　　　
る時代になった。
　
しかし、
は、いまだユニ
コードに収録されていない。その点に限れば、ＭＺ
-
80Ｋ
の方がユニコードより表現力が高いのだ。いつか、ユニコードに
が収録されるその日
まで、ＭＺ
-
80Ｋの文字コー
ドに、しばし心を馳せてみようと思う。
扌MZ-80Kのアスキーコード。ASCIIのはずなのに英小文字がない
扌MZ-80Kのディスプレーコード。カタカナの順序が特に＂変態的＂
????????? ???
